
去る平成 28年 11月 8日、一関支部青年部 三浦 孝純 部会長をはじめ、10名の部会員により
上記研修を福島県いわき市にて行いました。

 移動中、福島県浜通りの被災地を国道走行中に拝見され、東日本大震災により発生した原発事故

付近を走行し、帰還困難区域などにある大熊町や、富岡町などの被害状況を確認しながらいわき市

に入りました。

 いわき市の各施設に訪れ、参加された部会員の皆様は、今回の目的である各サービス業の接客や、

店のレイアウト、地産の商品などを確認されました。

また、業界を取り巻く変化に対応するため、法令の最新情報の習得、お互いの情報交換をし、会

員相互の結束を高められました。

一関支部青年部会は毎年、廃品回収事業を行い、支援事業を行っておりますが、今後も末永い支

援を強く心に誓いたいと述べられました。

移動中の皆様                    視察風景

会員相互の情報交換及び研修           帰還困難区域にある整備工場

一関支部青年部会が移動視察研修会を実施されました


